
２０２５年度 社会福祉法人光明童園 事業報告 

1．法人の理念                                      

社会福祉法人光明童園理念を、『子どもたちの幸せのために～子どもと共に、働く人と共に～』とする。 

浄土真宗のみ教えを根幹とし、親鸞聖人が述べられた「世の中安穏なれ」の願いのもと、誰もがいつく

しみ（慈愛）をたたえた眼差しを持ち（眼施）、すべての人が尊ばれ、社会の一員として重んじられ、良

い環境の中で安心して共に生かされ生きる社会を目指した。 

 

２．基本方針                                      

児童養護施設においては、児童福祉法第 41 条「保護者のない児童、虐待されている児童その他環境上

養護を要する児童を入所させて、これを養護し、あわせて、退所した者に対する相談、その他の自立のた

めの援助することを目的とする施設とする」を基本として、「人権を尊重し個性を大切にする」「安心安全

な生活の場の提供」「人との関わりや絆をしっかりと築き、心身の健康を守り育てる」を柱に、児童とと

もに生活していく中で、和顔愛語（なごやかな笑顔・やさしい言葉・おもいやりの心）に基づく「報恩感

謝」の生活を実践し、強く明るく生きぬき、常にわが身を省み、互いにうやまい助け合う、そのような人

間に育成する。また、対外的には、地域性を最大限に生かした社会性をはかり、地域の中に根ざした施設

づくりに努力邁進する。児童発達支援センター及び児童家庭支援センターにおいては、家庭や各関係機

関との連携をより充実させていくことで子育てのしやすい環境、地域作りを目指した。 

 地域支援部門、障がい児支援部門においては、核家族化や少子高齢化により、人と人のつながりが希薄

化している中、子どもや子育てをしている人、高齢者、障がい者を含め、地域のすべての人がつながり合

い、ともに尊ばれ、社会の一員として重んじられ、良い環境の中で安心してともに生かされ生きる社会の

実現を目指した。 

 

３．法人経営                                      

（１） 評議員会、理事会、監査、苦情解決第三者委員会                      

評議員会 6 月 9 日 報告事項：評議員選任・解任委員会 

決議事項：2024 年度事業報告、2024 年度決算報告、理事・

監事の選任 

理事会 5 月 21 日 報告事項：予算の流用、理事長の職務執行状況、苦情解決第

三者委員連絡会、中長期事業計画一覧評価 

決議事項：2024 年度事業報告、2024 年度決算報告、補正予

算、諸規程の変更、児童養護施設光明童園 居室棟改修工事の

指名競争入札結果、評議員選任・解任委員の退任と選任、評

議員候補者の推薦、評議員会の開催 

 6 月 9 日 報告事項：評議員会報告 

決議事項：理事長選定、リース契約 

 12 月 10 日 報告事項：児童発達支援センターにこにこの予備費使用、予

算の流用、児童自立生活援助事業Ⅱ型の利用者、児童養護施

設の指導監査結果 

決議事項：諸規程の変更、相談支援事業所にじいろの廃止、

児童養護施設光明童園の園庭整備に伴う土工事及びフェンス

設置工事、補正予算 

その他：児童養護施設湯出光明童園における不適切な関わり 

 3 月 24 日 報告事項：予算の流用、理事長の職務執行状況、指導監査結果、

被措置児童等虐待（疑い） 

決議事項：管理職員の人事、定員変更、諸規程の変更、積立金



（２）経営者会議                                        

法人内の事業所の管理者が定期的（月 1 回）に会議を行い、各施設の現状や課題、取り組みの共有を図

った。 

法人職員アンケートを実施し、職員の想いを事業運営に反映させた。光明童園（7 月）、地域支援部門（9

月）、発達サポート部門（10 月）、湯出光明童園（11 月） 

（３）中長期事業計画の策定・実施・評価                                 

取り組むべき事業活動と経営基盤強化の両面での指針を示すことを目的に、2020～2024 年度中長期事

業計画を策定し、実現に向け活動してきた。次期中長期事業計画は熊本県社会的養育推進計画（2025 年

3 月）との関連性が高いことから、当初 2020～2024 年度としていた計画期間を 2020～2025 年度の６年

間に変更したため、2025 年度が最終年度となったため最終評価を行った。 

また、2026～2030 年度中長期事業計画を各事業所が策定し、2026 年 3 月理事会で承認された。 

（４）情報の発信                                        

法人のホームページを利用し、法人全体の情報や、法人の業務及び財務情報など公表が必要な情報につ

いて積極的に公表することにより、経営の透明性を図った。 

（５）経営の透明化                                       

公正かつ透明性の高い適正な経営の取組を行うことを目的として、外部の専門家（弁護士、税理士）によ

る監査及び相談支援体制を構築した。 

坂本社会保険労務士との契約が諸事情により 2025 年 3 月に終了して以降、社会保険労務士と契約はして

いなかったが、労務管理の適正化及び法令遵守の強化、労務トラブルの未然防止のために社会保険労務

士との契約は必要と判断し、2026 年 4 月以降は脇本典子特定社会保険労務士（出水市）と契約すること

を決定した。 

（６）地域における公益的な取り組み                               

地域支援部門の活動：地域の縁がわ活動（地域住民の活動や子どもたちの居場所としての場所の提供）、

高齢者宅訪問、若者への朝食提供（おに活）、子ども地域食堂 

法人委員会 お役に立ち隊：施設毎に定期的に近隣の地区の清掃 

（７）委員会活動                                        

法人内事業所を横断した６委員会組織が活動し、通常業務とは別にさまざまな取り組みや会議などを行

った。（各委員会の詳しい事業報告は別紙のとおり） 

（８）法人研修会                                        

社会福祉法人日本児童育成園理事長 長縄良樹氏を招き、「失われた大人への信頼 ＜共体験による信頼

関係の再構築＞」をテーマに、地域に根差した施設養護の実践を学んだ（9 月 6 日㈯ 10:00～12:00）。

諸事情により土曜日の開催となり参加できない職員が多かったため、動画に収めいつでも講演を聞くこ

とができるようにした。 

 

４．施設運営について                                  

（１）諸規程の一部変更について                                 

管理規程、就業規程、非常勤職員就業規程、育児休業・育児のための深夜業の制限及び育児短時間勤務に

関する規程、給与規程・給与規程別表・俸給表、旅費規程、セクシュアルハラスメントの防止に関する規

使用計画書、補正予算、中長期事業計画（案）、2026 年度事業

計画、2026 年度予算、役員等賠償責任保険契約 

その他：地域における不登校のこどもへの切れ目ない支援事業 

監査 5 月 14 日 処遇監査 

 5 月 12 日 会計監査 

苦情解決第三者委員会 5 月 14 日 苦情解決第三者委員連絡会 



程、パワーハラスメントの防止に関する規程、経理規程 

（２）事業の廃止                                          

相談支援事業所にじいろ：令和７年３月末から事業を休止していたが、経営状況や地域の需要動向等を

総合的に勘案し再開の見通しが立たないことから、令和 8 年 1 月 31 日をもって廃止した。 



2025 年度 研修委員会（研修戦隊 Rainbow）事業報告 
事業の報告 

（2025 年度の振り返り） 
① 法人全体会  5/21（水）10:00～12:00：オンライン開催 
テーマ：社会福祉法人光明童園の一員として 
・堀理事長より講話 ・法人の委員会活動について、各委員長より 2分ずつで説明 
・各事業所より事業所紹介動画 
【良かった点】 
・新人職員への事業所説明を行うことができた。 
・ZOOM 操作担当スタッフを事前に決定していたことが有効であった。 
【課題・改善点】 
・全体会の進行について、流れの見直しが必要であった。 
・資料およびデータ提出の締め切り遵守を周知する必要がある。 

② 階級別研修の実施状況 
テーマ： 光明童園職員の一員として 

研修区分 対象職員 実施日 参加人数 
初級職員研修 入職 1～3 年目 6 月 6 日 ４7 名 
中級職員研修 入職 4～6 年目 9 月 22 日 ３1 名 
上級職員研修 入職７年目以上 ７月 3 日 ４5 名 
管理者研修 管理職 １０月 6日 １1 名 

【良かった点】  
・困りごとを共有する場が設けられており、有意義な時間であった。 
・コミュニケーションを図る場面が多く設定されており、職員同士の横のつながりが強まった。 
【課題・改善点】 
・委員会の負担を軽減するため、ポスターおよびアンケートの様式を統一する必要がある。 
・階級別研修の参加要件については、年数に基づいて明確に定める必要がある。 
・研修中に私語が見られたため、仲良くすること自体は良いが、メリハリをつけて参加できる
ようにする。 

 
② 法人全体研修 9/6（土）10:00～12:00：オンライン開催   講師：長縄良樹氏 
テーマ：失われた大人への信頼 ＜共体験による信頼関係の再構築＞  
【良かった点】 
・他の児童養護について知る機会が得られ、学びを深めることができた。 
・参加できない職員のために動画を作成し、共有できた点は大変有益であった。 
【課題・改善点】 
・土曜日開催であったため、研修に参加できない職員が見られた。 
・講師との事前打ち合わせが不足していたため、当日に資料等の不足が生じた。 
 



2025 年度 行事委員会（GJ）事業報告 
事業の報告 

以下に行事委員（GJ）の活動等を報告いたします。 

 
活動日 活動内容 
４月 3 日 ・入職式 準備・進行 
5 月 16 日 会議 役割決定、法人交流会日程について 
５月 21 日 ・法人研修（全体）にて委員会の紹介 
7 月 8日 会議 法人交流会役割分担 
10 月 7 日 会議 法人交流会最終すり合わせ 当日の流れの確認 
10 月 29 日 ・交流企画(ビーチボールバレー大会)の運営/進行：42 名参加 
11 月 17 日 ・交流企画(ビーチボールバレー大会)の運営/進行：54 名参加 
12 月 2 日 ・交流企画(ビーチボールバレー大会)の運営/進行：50 名参加 
12 月 5 日 会議 法人交流会振り返り 今後の活動について 
1 月 16 日 会議 法人交流会アンケートすり合わせ 入職式の進行確認 
2 月 9日 会議 入職式開催有無について 法人交流会の内容について 
3 月 2日 ・来年度に向けた打ち合わせ 

（その他）およそ月１回のペースで会議を開き、検討していった。 
 
□2025 年度は、入職式や事業所間交流を企画実施した。 
・入職式は 4/1 開催ではなかった分、新入職者達の待ち時間中、程よい緊張感がありつ
つも場の雰囲気はとても良かった。前年度指摘を受けた式次第の表記についても改善
を行った。次回をより良くという視点で、動画を流す際の音量調整、マイクの確認等、
細かい微調整は必要。 

・事業所間交流では、今年度もビーチボールバレーを企画、実行した。時間を前年度よ
り 30 分多く設けたことで進行に余裕ができ、内容についてより充実したものにするこ
とができた。振り返りアンケートを法人全体で実施し、回答としては概ね「楽しかっ
た」との意見が多かった。一方、競技内でケガが発生してしまった。保険や労災の兼
ね合いもあり、実際にけが人が出た際の対応について、委員会内での検討必要。今後
の交流会のあり方として、運動が苦手な職員も楽しんで取り組めるようなものを提案
していく。 

 



2025 年度 地域貢献委員会（お役に立ち隊）事業報告 
事業の報告 

□１法人全体会にて委員会紹介（5/21） 
  
□２イベント参加等 
・こどもセンター1周年記念マルシェ参加（4/26） 
・クリーンアップ作戦（7/12）➡ハグ 20 名参加 
・こどもセンター マルシェじゃないよまつりだよ参加（8/23） 
・こどもセンター ハロウィンイベント参加（10/18） 
・みな食フェスタ参加（11/16） 
・ＩＳＵＩフェスティバル参加（11/29） 
・こどもセンター クリスマスマルシェ参加（12/13） 
・子ども地域食堂ポパイ(偶数月第 3 土曜オリーブ６回・奇数月第 3土曜こどもセンター６回) 
・スマイルサポート参加（第１水曜・第３水曜 計 24 回） 
※イベント及びスマイルサポート参加においては LINE にて共有 
・使用済切手・ペットボトルのキャップ集め 
 
□３お役に立ち隊会議（1/26） 
◇2026 年度事業計画（案）作成 
・水俣市、海のクリーンアップ作戦参加（児童と職員） 
・使用済み切手、ペットボトルのふた集め  
・スマイルサポートへの参加 ・毎月のこども地域食堂への参加（地域の方へ各事業所アピール
含む）  
・法人内行事のサポート（こどもセンターマルシェ・童園祭（湯出光明童園）など） 
・法人外行事のサポート（恋龍祭手伝い・湯出鈴虫祭り・みな食フェスタ・ISUI フェスティバ
ル等） 

 



2025 年度 人材対策委員会（HelloWork 光明）事業報告 
事業の報告 

【会議実施日】 
①５/１ ②６/１８ ③７/３０ ④８/２９ ⑤１０/７ ⑥１１/１８ ⑦１２/９ 
⑧１/１６ ⑨２/１６ ⑩３/２  全 10 回実施 
 
【中長期計画（2020～2026.3 月）の状況】 
障害者雇用 1名以上：現在 1名採用（2021 年 4 月～） 
実習生採用 17 名以上：現在 14 名 

（2022 年度 2 名、2023 年度３名、2024 年度 4 名、2025 年度 5 名、2026 年度 0 名） 
法人内雇用：6名以上：現在 5名 

（2021 年度 1 名、2023 年度 1 名、2024 年度 2 名、2025 年度 1 名、2026 年度 0 名） 
※2025 年度新規採用…光明童園 0名、湯出光明童園 0名 
 
【主な取り組み】 
★１.ふるさとくまもと創造人材奨学金返還等サポート制度（くま活サポート） 
＜制度を利用した採用について＞ 
令和 8 年度の採用として、児童養護施設光明童園でケアワーカー１名を募集したが、希望者

はおらず採用には至らず。令和 9年度は児童養護施設湯出光明童園で 1 名採用予定として募集。 
 ＜課題＞ 
4 年制大卒業者限定のため対象者が少なく、就労条件の一つの「入職後 10 年間の就労」が不

利な印象を与えていると予想され、認知度の低さも否めない。今後も継続的な広報活動が必要。 
 
★２. 障害者雇用 
状況の把握と見守りを今後も続けていく。 

 
★３. 実習生からの採用 
 各事業所がおしごとフェアや養成校訪問などの情報共有を行い、活動をしたが、採用には至
らなかった。 
 
★４. 法人内職員への奨学金給付 
 人財の確保、定着をねらいとした取り組みを目的とし、法人内職員へアンケートを実施した。
89 名の回答の内、約 23％が「すでに返還を完了している」、約 30％が「奨学金を返還中」、約
47％が「奨学金を借りたことがない」ということが分かった。奨学金返還中の職員が何かしら
の支援を期待していることも把握した。結果をもとに、今後も委員会内で検討を継続していく。 
 

 



2025 年度 危機管理委員会（ヒカリソック）事業報告 
事業の報告 

【会議および意見交換の実施】 
4 月 14 日（月） 会議実施：本年度の計画確認 
       ・法人合同救急救命法の実施について  

※日程（5/20，6/4）・場所（水俣市消防本部）・時間（9：00～）の確認 
※準備物・各担当者の確認 

 
5 月 7 日（水）  会議実施：合同訓練準備の進捗確認 
        ※会場（消防署）の申請状況、講師への依頼書確認、準備物等の確認 
 
5 月 20 日（火）・6 月 4 日（水） 法人合同救命救急法講習会 
         （両日とも） 場所：水俣芦北広域行政事務組合消防本部水俣 
                時間：9：00～12：00 
 
9 月 11 日（木） 会議実施：法人合同訓練（非常食の使用について） 
        ・日程・内容・場所についての検討 
 
10 月 2 日（木） 会議実施：法人合同訓練の進捗の確認 
        ・場所の決定…水俣市公民館 
        ・日時の決定…11/7・11/28・12/17  9：30～11：30 
        ・訓練内容・準備物・役割の確認 
 
11/７（金）・11/28（金）・12/17（水）  法人合同訓練（非常食の使用について） 
            場所：水俣市公民館 
            時間：9:30～11:30 
 
2 月 2 日  会議実施：合同訓練の振り返り 

次年度の計画、予算の検討 
      合同訓練のアンケート結果の共有 
 
 
 

 



2025 年度 魅力発信委員会 事業報告 
事業の報告 

以下に魅力発信委員の活動等を報告いたします。 
 
法人パンフレットの作成に向け、会員を 1 名増員し、ホームページの編集を担当してい

る事業所職員とも情報共有を行った。社会的養育総合支援センターをパンフレットの見出
しとして、各事業所における事業の変更点や、新規事業の開設について、２０２６年度当
初の発行に向け、内容変更の作業を行った。 
後援会組織『ひかりどうえんを支える会』の会員を対象として作成していた『ひかりの

屋根裏部屋』については、印刷費や郵送料の高騰もあり、本年度については見送ることと
した。 
 

 


